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動物と私
増井憲一

なきーえ2!111)1992 

あけましておめ

でとう。ljI ｛ドのM

多九の訴 をしよう。

l!P.U吹きすさぶ冬

i'i1i ~1.の lI lの木＿，i－.ち

にニホンザルのlit
れがひそ leでいる

1'fをメLめj'f..lきイ干う

サルのfιしげな安

が＇＂li'f:rJに－＂＂－ぇ 11.t＼れ
する。Jモ恨筋の主＇；Jr廷に身を寄せている私の傍 ら1.： 、

サルがiWったt桜木のィ、校カご風｛こふるえている。ふい

にl!1Kが途切れ、宮がやみ、日が射しはじめる。木J＞誌

のili..もりが［卒中にfi;わる。サルたちは LI(r1Jlf：っこや

毛づくろいにくつろく。チザルがは しゃぎ恒｜る。 そ

の向こ うに青空が広がη、兵「l~雪の後総がくっき

りと浮かびあがる。 このj瓜公の見わたす出り、 人1rn
は弘ただー人。私はサルたちに入門を許さ れたよう

な気がして、 .＇.＇：：.わずホウ－ '1 と fl.!i ら の合医lの，~， をま

ねてしまう。

険しい山IJIL、淡い谷II目、 それらを優し く覆 う枯州、。

~な る山のーつひとつ、 無数の谷の一筋、木々の÷ ・

本一一本、 どれひとつとして｜戸lじものはないのに、

h.σ〉日銀な くしっカ、り とま とまっている。 そこにだ！ う

サルの群れの存在がこの風対ーを完成させている。ti、

は山や:t1A~は命の阪み家なのだとしみじみ思 う 。 位、の

心に、もしかしたらサルのII.＼＇代にまで遡 ることので

きるノk古の記憶が挫る。稔り笠かなIiiに他れた安心

感、r1然の忠みへの感謝の気仙ー。

この’h'd；：会を川ていると 1iJ:fドfliJ1'..iliJ'.iものサルが・tillえ

られ命を:f•j'. われた ll~HI:::があ ったこ と がl械のようだ。

H行手[Jから平成にかけて人々は便利て、予峰、見た｜｜の

良い物に惑わされ、少しでも余，n にお、金を i＇ ~ようと
遮二~）l,F,ー｛!fi)Jいていた位こと任しが1隔をきかせ、 合さ
えあればI嘘も無恥もまかり通る世の中だった。村＇I'.

も 111~1＼も 1 1 f去さ＂，＇！－＇，綜 ぎ’にillわれ、Ill州｜や山は機械ま

かせ農薬まかせ。 その隙をついて~！ f荒しに ，＇ J！， るサ ル

たち。過疎と正：i齢の村lこfl.!iらを追い払う 余力はなか

った。邪庇者｛ま殺せ。

だがやがて人々は’Fんだ。 江1 • 11.Htの食うやft わ

ずのl~i"~.生た ちがけっして ，1）！日五 な生殺を好まなかった

ことを。州｜に宍なすサルやイノシシであれ、同じノ〈
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のもとに生を受けたものどうし 、~＇r しみや＋＇－：： u を分

かち合っていたのだ。c/I，＇よりゆとりおる（j:寸のJI.¥'(¥

に生きる白う〉たちカ人なせ’庁ルのの7会j:i¥1主1..：してき

た0）カ、、 人身［まIx'tiしkl、lニJf心じた ＇－＇－＇き i:.i:さ才をlを

I食し てにせ物をつくる「小るさと (i1t1ュ」のI~院に L気

づL、た。－，＇＼＇か ら変わらぬιのであ ＇） てこそ－，1,-111＿なの

だ 〆f りたかき 1t[[1 ,•;1 .（；－たちが小lをぐI'るようにな ＇）た。

111.m. （.：はつつましいタ前の州 がJi:ら、ト「虫に！よ子供

らの：：fi;r:-i が•n く 。 I九1 1 1の i来い :r'i にけものらの浮，やか

な＊気がこもり 、谷川は泣かにほみ!if{hやはlム＼品、が

踊る。 それが仇，：－るべきi11ll！.、 人々の£11[忽となったc

JI，＼＇ を ｜口l じくして白 ！＇！.γiそが~；！り、人々は Jd也に学び

~I二 き中勿に~~Mょ し た。 た とえば~！ f' ~I ： の＇. I ： き 1勿のみのJ寺

つ、人1.： 支配されない気高さ。あるいはf/.!iらのJi¥ざ

すまされた感党、小気lt.j＜、よい身のこなしに。 さらに

fl.!iらが、自然の忠みと・J(ijれのもとで、JI.','の，：，~糾 Hf

た山消正 しい~＂. きブjをしてい る こ とへ。 この共感は

今のl民111:1を生きる全てのや物は35（.がドの＇.I：.命のlii!''l'
をJJ；干了するという自然・＇／：の f-1~~γ·IW'J! に」みづ‘く 。

この生命のIii！＇＇.とか らみればサルと人は 、二代前

にう子五tしたJ花王CiO）ようなも0）だ。たとえ Ifアフ ＇｝カ

のチノハンジーの防む森で過ごしたH寺、当II寺7岐に

なる息イーはいともたやす くfl.!iらのなさ戸じなじんで

しまった。 w人1；~とともなればAUl比弟l ;:iJ然 、 fl.!i らの川

に1;1:1＇・IIJ!ldよるf1lfかi来いものがあ ＇） たにj主いなt、。こ

れは、医 J史的にも現在的にも人rrnc生物）はサル

（まfi~t）をず「して自 ！＇！.｛ ＇－ti- の 11＇系 1- r人l包さ れていると

い う自然手の：；，~＼ ーー原旦Hの g;リでおる これら自然’·；~の

,(f; li; !J'I~は自炊界にお・ける人山の i i () Iーも当ではめら

れるようにな った。人ノrの川忽！は次節に現実に近づ

きt:!-111＼には白然ザ・の長｜｜忠；lニJ占づいてfill/，）＼＇でゆと りあ

る、I也球 をr-1；さぬ芥しが｜旦lmした。刻、のUの前に広が

る訓ヰ｜｜のとれたこの l~l:l;t も その成果のひとつなのだ。

さで、その川忠を生かすjjjを自然jl(という。ノ〉や

：たしいU本の白然にふさわしい生き物ニホ ノザ Jレを

鍛に、 .fl(回の風土にかな った自然道が妬けようとし

ている。fl主らがこの.%1Eli.:I仏tでいてくれたわーかげ

である。 その自然道の導きのもと、 ~＂－ ~たわれでいた

人1::J)ut, iU!rl！の兆 しがある まことに11,'l',Iズ〈サル

に感謝 を表し奉る。

申年にあたり、払とザルとの店！｜｜れト｝）め緑、見当4て

ぬ~i（の自然i丘間桁の思いを放政 t3 せて ffjいた次第で

ある。

UJ江主tJ.-:c;::JIニ1lt削減1¥1Ji 人以学）

表紙の写真説明 ， 

(M日CctC日 fllscalct) ' 

｛｜制本名キュウリ ・オス（；1叫に似ているので） ! 
1980.iJ＇－に箕面で生まれまし た。 もうりっぱな

“ニホンザル”

体ですが、 f-fAI王っさが伐っています。

（打＇1.W~ ：大 ll!J" P,i: （言） ! 
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目 咋カラヤギのメスの赤ちゃん誕生” I 
~ lOFl 30日に生 まれたトカラヤギの赤ち ゃんが、 こん 周
囲 なに大きくなりました。毎日 、お母さんと楽し い日向 菌

図
面ぼっこ。
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0 サル学の発展と日本人

H本の霊長類学は、この30～40年の聞に各分肝に

ひろがっでとくにニホンザルについては生態社会学、

生I'll生態午、形態、心辺、 l公平等の諸分断でも衿ーし

~ , 1ix:梨があげられていることはよく知られている。

そして H本人は、世料のどの民族よりも盟かなサル

への知議や、科学i'11I-Hiを子に入れたことにもなるの

である。しかし、日本列島に30力ιf米すみついた日本

人たちよりも先f主動物。であることもあってサルから

教えられたことは多いといえよう。 とくにII元史11.f代以

降の II本人とニホ ンザルをめぐる人獄交渉の文化Jど

は、 11.'fとしてきびしい対況もあるが、日本人のl持ト心
をいつもよひずつづけてきた。 そこにニホンザルのL(

俗をめぐる実に授かな文化事象が生じていたのであ

る。それらのいくつかを司勾 とに山の世界に追

ってみたいと思う。

吉宗い犬山にある財団法人日本モンキーセンターに

l主、 4ナJレσコ人
汗3コレクショ

ン猿二山llf?1~が
あり大竹II券学

芸品をはじめ

スタ γフσコブ7

身が、ニホン

ザルの民長人

形 を中心に;iJ,¥]

査研究がすす

められている

ことは平平こti'
しいことで明

治29年の中放

生まれのれ附

「せざる』を入れて四ざるの出現 川氏（技沢』良

一二郎氏）が、生i皮かかって収集した「掠J が今｜｜一

自立に土~lifl さ t'lていて、士I!! Fの~It 二自II さんもき っと，心
から等こんでおられるに迎いない。

：：！ミ1ili、多くのサルへ奇・せた獄二郎さ んのお川しを

伺 づた。機会をえで、も っともっ とお伝えしておか

なくてはならないとJぷうIIド今である。

それにしても十J支動物のコレクターや、十二支

をめくる民俗文化誌の出版物も多いがなかでもサル

については、数多く現われている。一体f11Jが人々を

してサルにこんなに心をよせさせるのであろうか。

人に似た叡知の生きもの、森の隣人であるサルとの

以いつきあいの包括1：の 111 で口本人は臼からの動物~Wl
を収かに形成 してきたのであるが、やはり、 サルは、

”お・もろいのや”と ・言で言えそうである。

（名古屋学院大沼教授）
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11本にわ・いて

よ11:1:、あとから

やってきた日

本人のtn先た

らにとっては、

寸実に桜純な到j

物語Jlをもたら

すことになっ

たび〉てUJッIJ、

1・.Hm1.：はじま

’ • ~I~ 1る食川そして

」三~~蜘1!ltlf' r’I：：命｝Jにあふ

大阪四天王寺庚申さんの三猿庵 れたこの赤い

llfiの知能川・tiにlよ、 froJかと民敬、 t<iiJ1を抱いたよう

である。伐された伐f'/1物や伝ホはそれで与のことをM¥

りかけで くれるのであるが、このよ うなサルへの散

立は、楽川やll}tf1f.／の日！；併をももたら して、ずいぶん

長い間ニホンザルが、家畜としてのウマやウシのヂl

諮ネ111として捕じられてきたことが、ノトIIしられていて、

脱線信仰は、ま ことに特異な(;1fqJともいえるのであ

る。ぼ災時代の経過のなかでサルをめぐる人以交渉

のl止料はどんどんひろがって行き、おそれられたり 、

市じられたりするなかでも、ド，，や仏のお仰い、使徒：・決

としで日本人のもl匹llの ；＇＇｛－及に｝Jを発f’｜（するようにな

ってくると 、サルは、次第に、人びとの心の1，，では、

f目立Illされる ιの、 ，・;tJ；（のもの、・l・f1j；婆のものと いに

人｜廿iの日！I］からみると 、サルはずっとずっとひく いか

ぬにたたされで くる U本人も、この l:.l'fuにすみつ

いたサルとは、 なかなか王子利的にJtrn..~u~ く去って
いたのである

それは、 5Hiiiから必緋へと＃がきりひらかれたり、

平！J!J" に J,'1~,)H也がひろがってh くとサルた ちと l i本人

の作るf'I－＇物をめぐって、千；： ViKとしてのサルの認識が

-¥.!iと，：・：；ま って行くのである。 そのなかにあっても、

この動物l二Hしては、姿 ・｝杉やfj'!fl)jのヒ トへのWI以
からの｜出l心 ι，：・：1く、 －・j没とひくくみながらも、愛す

べき生き ιのとして、サルのうちにこ ，パすいさ をみ

つけてきたのである

こうし てみると サルの民俗の恨1'にあるのは他で

もない、サルのもつ両l向．位、人間にと ，，ての常ーであ

り、：fl＼でもある｛｛－ (1：がこの~I~ きものへの動物観念に

特色をもたせたものと 巴われてならないー

今11では、サルは、多くの人びと1.：「わ・もしろい」

動物Jとし てHリとっている サルによみ役作ゾ？に.，：；＼・々，＇I',
合 っている省にと ・3てはi夫してHまれるものではな

いが、この峨：fl＼感ι地域によ.，ては、長くはつづか

0 干支 （えと）のサル

1992年は、 12午前の1980年（昭和155年）のほqi（か

のえさる）についでやってきたサル年で、巾fJ＇・の人
びとにとっては、ことさらにな災ふかいfドとなろう。

新しいfドは、十干卜：支 （えと） にちなんで；欠ノ？

と裂しいイベントが始まり、新春の到米を人びと

はことはぐのである。そして この年は壬q1（みずの

え ・さる）と呼ばれる。請は御存知のように、十二

支の第 9位、日；iユ刻は1511.fから1711午、方位は1LJ;ir:.i ILLi、
そして巾とは 「のふと」、「illねる」、「再びさせる」、

「のばす」、 「陰気がのびち t.；みする」などいろいろ

にゐtまれ期待される。1p1まサルとして、長L、1111日本

人の間では、深い興I味をJ包かれてきたし、その日乎ぴ

私も、ましら、ま し、よぷこ どり、すずのみこ、え

て、えんこ、えてこ、やえんぼう 、などあげれば切

りがな L、。40柿をこえるサルの呼び名を考・えでみて

も、 1I 4s：にすみついてII本人と係わりをもちつづけ

たサルは、なかなかたいしたものだと忠 わざるをえ

ないのである。そして、サル年がやってくるという

「ことは、それな

りに、いろいろ

な.＇，！，！.いをもたら

せてくれるので

あるカヘ i長いU活
史時代を通じて

円少人は、あま

りサルのことを

よく，＇.！：！.わなかっ

たし、 IIキとnH~
によっては、サ

It.-とt、う刷物Iは

I l本人にきらわ

れたり、さけら

れたりしてきた

のである今II

でも、 J也プf！こよ

壬生狂言「蟹どん」サルカニ合戦を錨写 っては、出の作

物qをあ らす千子FiX として~t.われている rirもあるのだが、

なせfか、そのくせ、サルのわ・かしさ、サルの”I愛さ

などは、人びとの心をなごませて、サルをむもしろ

が，Jてきた エトが中ということから、いざやかな、

新fドがくりひろげられるにちがL、な t、。

0ニホンザルのすみかと日本人のサルとのつきあい

II本列店にニホンザルがすみついたのは、ざっと

30 Jiflとぐらい前のiMMll：’ドrn1といわれている。附乳

動物をめ ぐる古生物学問究や、 I也氏五If究、ヲ号＂＇・＇ j去の

fiJf究からは、のこされた乏しい山一引などの分析をふ

まえて、ニホンザルたちは、まだ大陸と U本がJ也統

きであったII.ff＼＇.：に やってきながらも、当H平家：くて、

食物となる柄物のなかった北海道へは移動北 l：する

ことがなく、やがて本州と，It海道が、 imでへだてら

れてしま ってからは、 多少めたたかく f吋勿があった

として L、とうとう ニホンザルたちは.-ltil正.illに減

らなかったと考えられてきた したがってニホンザ

ルは、問11;1、九州、本州を，，＿，心として、そのIをこの

なさーλ29(1I .1992 1992年壬申（みずのえ・さる）の年に想う －ニホンザルと民俗
広 瀬 鎮 亨1]1，占にすみつい t.:・H'd:のであ官。 だから、大へん

な生きものだということにな る。 11木人のIU先たち

は、ず，Jとあとから、このI也へやってきてfl：みつい

たものと巧えるのでニホンザル（;j:、どうヤら II本人

よりも先住の動物ということにな る そのことも、

その後のII本人のサルを！よ1う気持、サル1iJlに，；.：；：しい

特色をもたらすことになるのだが、サルたちの ｝jが

ょっほど以くこの＇＂＇土（まだ固なと ’1ilC:_."r..していなか

ったのであるが）にすみ、白然m与lじみごとにj直！心、

してきたのである。

ば~ ' 
、弘、、h

、、‘

＂＂」 え ~9 · I .1992 

＋ニ宣考日 開方u楠選11;2 平凡社 1鵠4

繍まわし干年の旅 築地書館 1991 

損曳曹嘗上 平凡社 同91
E高僧空町田量生 玉川大学出版部 1980
慣よ bやま路 評重牡 1973 
庚申（If朗 人文書院 1989 
織 法政大牢出版部 1979
アニマルロアの提唱未来社 1984 
!Rと日本人 第一書房 1989 
サルの牢続 中央公鵠社 1981 
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】 聞 方 鯉 楠

2.村崎語正

3. ：＇：. ’：~~~.＝ ＂；＇岨胃
4 .中野奨 ft干

5φ 飯田道夫

6 飯田道夫

7 広瀦 銭

8.広瀬 鋭

9 広漏 n 
10.広調 銭
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サ ル山のサ ル（ポスザルはいるか？）
なきご，；＿29(1)1992 

私がサル山で、作業中あるいはWl努rl1Iこ入園者か

ら受ける質問のほとんどは、

「ポス ~fルはいますか？ J
「ポスザルはどれですかっ」の二！.＇.i，に耳、約されます。

1940年代の終り頃削生した日本のサル学は、同じ頃

各地にlifJ:I拐された聖子後公佑でのlilf究成果を ー自主山ihi: 
lこ広く f云えてくれました。 そのrloでlllcも!}lJI味深く受

けいれられたのは ”ボスザル”の存在です。

群れの絶対的な支配者として、 clミスザルがいる。

この交代劇はしばしば、人間社会のそれとあいま っ

て、政変とか、

クーデタタ など

と、新11r1のご，Im

記事で紹介され

ることが、あり 、
．．ボスザル刊 と

いうのは、国民

的常識として今

も市民権があた

えら ~'lています 。

そういうわけ

で、動物｜刻や！J!T"

3哀公苑で、人々

はそのことにd岳
い興味をもつの

です。

アルファオスモミジ しかし 、最i立

のサル学では ”ボスザル”の存在が斤定、続l{JJ視さ

れ、呼び方も“しミわゆるポスザJレ”とか、 u第一位

のサル”と表現されることが多くなってきました。

研究者間の論文では、 αオス、 σメイルと呼ばれ

ています。

動物園のよ うなところで、市民に、 .. -1~«スザル
はいません、 α オスです。”といってはたして通用す

るでしょうか。私はこの問題を明確にする必要があ

ると考え、当図のサル山での“ホ、スザル”について、

観察を行い文献との比較もrr~ 、ながら検討しま し

一～。
本題に入る前に、当国のサル山の）Jif~ を少しふり

かえってみましょう。

1fi)J物園をイメ ージする代表的な施設とし て位置づ

けられる一つにサル山があります。当l室lのサル山

（古P／｛ンフレ y トにはサルの丘として－fg:かれてい

ます）昭和11年に建設ということですから、妓り少

なくな った戦前からの建物です。調べてみて而千lい

ことに気がつきました。最初からニホ ンザルが飼育

されていたのですが、 lU'i数は少なく、ーケタどまり

でした。現在は59頑ですから、サルを探すのにさぞ

かし苦労したのではと忠います。 その頃、 数lMJ'iの
タイワンザル等が別の施設で飼育されていたにもか

かわらすぺあくまでいれかえることなくニホンザル

だけでいったのは、言寺れることだったと思います。

戦争という時期はありましたが、サル山が群れ飼育

という 、サル山らしい姿になるのが昭和127年、天王

寺公i羽と動物園を会場として開催された「婦人とこ

ども大博覧会」で16頭が入国し、ょうやく形が~~っ

たことになります この16日ij'［のニホンザルは箕rfriの

沌1•付近に i'l', i '.Z し て いた計れでした。 そのt(fはまだ ~＇f
4京公伎はllrJl易していませんから、 5～ 6'.it[O）姿がみ

られたに寸ぎなか’Jたと IHIt、でいますp やがて、:rt
而のサルとその生息地がノ〈然記念物に Lなり l亡Mlと
も t、える大分LY， ~＇：i 1h!.i 1 Ilの聖子3京公'lli.らととも l二、II本

サル学の一興をになっていくことになりま す

その後、数11111洋れの入れかえを（j-Jていますc ,,, 

でも、H白ヰll43ilミにlwJじく入｜立lした20'.iJ'iのi作れの放'.ii'l

カヘサJレ山から JI山 I~す る －！－］~f'i＇カずt？り、f)lfrのように

フェンスでおおわれた’＇kにな 3たわけです一

I)l !'E飼育中のニホンザルも箕面のリールです。II（｛干｜｜

57年 9)-jに箕面D1洋から t8 ~fl平 17~fi を交け釧＇ l 、だ

ものです。 JJ.I.在は f11J頭か山l~I していま寸が、 59lil'[fo;j

育しています。内分けはオス30頭（11見6liIO メメ29

モミジの近くには母親の子供がいます

頭（成21頭）です。その，,Jで “いわゆるcj－；＇スーは

モミジという個体 （1976年生）です。

では、このモミ ジの行動，i/,';j査 を通 じ、勺！τスザル”

？はという r::i；起を採ってみまし ょう。

まず、 J長身を含めたーー』l生「liL（のもつ ..;J~· スザル”

は次のようなものだとJιいます。

1、）J.けんかが~;t く、 1洋れを手先斗：し て いる

1、食物を-liJi.,1・1する ことができる。

1、メスザルをj山占することカぜできる。

1、ボスの1生；は闘争により決着する。！：）、｜：のような

ことだとjιいます。 そして、ボスザルを見つけるに

は、市い所にいる、いつも出をあげている、11iーも大

きなオス＋flしである、このような ことも一向山内だと

思います。入国者もこのようなサルをみつけては、

1m手にこれがボスザルだと判断しているようですハ

たしかに、そのように比えるサルは見っかりますが

入国者の声を11r1L、ていますと 、モミ yをさしている

とは限りません。

次にではどうしてボスザルが汗定されるようにな

ったのでしょうか。

「l山の臼然群を制査した伊沢紘生氏 （fJ.l. ';;•;1成教育

大学教J受）はその著書ニホンザルの生態の中で次の

ように書いています。

『1作れの移動を市に誘導する持定のサル、すなわち

「リーダー」が存在し、 「リーダー」の「統ヰ：力」

によ っ て1~rれのまとまりがキIH占 されている、という

ように江古を刃UMさせることはJ午されないだろう。n

- 6 -

今

－：；： さζえ29(I). 1992 

に「統率 JとH予ぷに何日する具体的な行動を、刻、はサ

ルに見い出していないのだ。』

その｛也、 型子3衷土5予Eからもリーダーと いうことにfJtlffl 
の声がでているようです。

”ポスザル”が統卒者ではなく、単に•J!l！い個体であ

り、 f也の個体から一 目おかれているにすぎないとい

うことでしょう。

当図の ”いわゆるホ‘スザル”モミジの場合はどう

でしょうか。

~：~芸ぎム
昨年出産第1号（4/11)母オハギ、仔チョウシュウ

モミジは1976年生まれでオスザルの中では最年長

です。体は最も大きいというわけではなく、むしろ

1977年生まれのアカマツのブJが毛が長いためか大き

くみえます。

先程のボスザルのイメージと！照合してみましょう。

動物園のサルl11 は封鎖的で、過信な社会です。l作れが

移動するとか、外敵の侵入はありません。ですから

リーダー というH乎びカは適切ではありません。

5食物を独占するか

給自l［時のモミジの行illJJは、［也のf凶｛本のようにがさ

つではなく、少し聞を置いて採食におりてきます。

モミジが食べだすと、他の個体は少 しゆずり、モミ

ジがその均 を離れる までまっています。｜時々近かず

きすぎたf幽｛本が攻悠されることがあります。 でも食

物Jを特別独占している印象はうけません。少し食べ

ると、すぐに少し高い所に移り ますのでむしろ、少

食ではないかと忠われます。入国者からの投餌 を積

小ill!的（こl以ること もなくJ瓜高な！啓じを与えます、 fif手交

はf也のf~lf本からグルーミ ングさ れたり、するこ とは
ほとんどありません。私がモミシがグル ミングし

ているの を初めてみたのは 3月28日です。

今年の出P［第 1号のオハギがモミジにグルーミン

グされていたのです。その後、 4月1111にオハギは

オスの｛子をLl'i1返しました。，＇I＇，産前後、メ スザルがモ

ミジを頼っているらしく 、同械なのをもう一頭確認

しています。X、グル ミングされなかった（｜副本も

出産後、 モミジのそばに数Hrrn I,＇ることを槻修して

います。モミジがメスザル達に非常に似られている

ことは！日l追いありません。

5メスザルを独占するか

メスザルを4虫占すると い うことは、由主も“ポスザ町

ル’ らしさをあらわしているかも知lれません。 しか

し、 最近の研究成果では、むしろ ”ボスザル”はもて

ないといわれています。多くのメスザル主主に粕られ

ていることは間違いないのですが、そのことが、 必

ずしも多くと交尾しているわけではないといわれて

います。このことは遺伝子レベルでも明らかになっ

てます。当｜室｜のモミ yはどうでしょうか。一昨年11月

初旬から111せドの 21-l卜．旬までに、私がi確認したモミ

ジの交尾回数は 9凶です。その他のオスの中で完全

に交尾したと思われるのは一頭だけです。何5貞かは

メスに対しマウントを行ってますが、交尾にまでい

たったかは確認していません。飼育環境下と いう特

殊な条件なのかもしれませんが、見た同には、メス

ザルを独占しているようです。 （今のところはー11r

年とは少し違った群れの行動がみられますが）

5闘争はあるか

；！守来、どのような動きがあるかはわかりませんが

オスザル間のはげしい闘争はみられませんo 他の個

体はモミジを－r=J置いています。それとメスザルは

モ ミジを車i'iりにしでいることは明 らかです。 しかし、

そのことが、統率力があるとか、リーダーシ y プが

あるとか、村長力的である とは思えません。

ポスザルという呼び方が、古い概念でい うところ

の権力的な意味をもっボスザルでは再定されますが、

最近、上司として使われるボスという呼び方がふさ

わしいのではと思いま寸が、動物悶のようなところ

で、入国者に情報を伝える時、非常に説明にむずか

しい羽目であります。

“ボスザル”はいませんとは言えませんし、

・・ホ‘スザル”ではありません ”アルファメイル”

ですなどというのも、不鋭切だと，也います。

まだ－・－if.!I不立の1＆察であり、他国との上ti段、盟：H裳

公苑での情rnも多くはJ＃ーっていませんが、第 11立の

サルと表現されるよ うにな ってきているよ うです。

現在サル山の前にモ ミジの写真を展示して、Mf公

｛立のサルですと表示しています。興味をもってモミ

ジを~す人は少な くあ りませんが、やはり、ポスザ
ルだとJ忍討占しているように忠 われます。

入国者からの質問にはわかりやすく説明 していま

すが、国民的常識をくつがえすには、むずかしいこ

とで、す。

（飼育課 ：大野 l';:{;j) 
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動助園グラフ

兄さん姉さん遼に守られて、育っています。

11月の動物園日記
ll/ l オオ ミズナギドリが1羽保殺されました。

11/ 2 111ミlI （~~泌したオオ ミズナギドリを南港で自

然1仰111させました。

11/ 3 染色体検査によるタンチョウの性別鑑定の

村！H今年~まれたJ:lf~は~t.3 羽、雌 1 羽であ

ることカf芋リ町lしました。

11/ 4 オオ コノハスクが1羽保殺されました

今年乍まれたワライカワセミの件.filj鑑定を

内悦鋭で行い、雌と判明 しました。

秋の!f~J物と ft.のフェスティパルが終 f しま

した

11/ 5 オシトリ 10羽を見［；；f郎1fの頭！＇I然文化［叫に

8 

なきごえ29(1).1992 

“ニホンザル”

ガンバレ／チョウシュウ

（撮影 ：大里子 尊信）

10日目位になると、少しずつ緩からもはな
れて歩きだします。

圃園圃画面画面園圃圃・ー・・・・

寄贈しました

シンカ”ホールdのtm1剖lこJMるノ〈ーノfリシーフ

6以の検疫をll日始しました。

JI/ 7 表射したオナガを囲内てるI栄治しました

キーウィの雄「キオ卜」と雌「フクヌイ J

を1.;J討させ徹伎で鋭祭しました ( 2 II U:I) 
11 / 11 オシドリ 2羽を上野動物同に：制約しました

カワウ 6羽が井の頭白然文化［渇から米I剣し

ました

動物凶事務所が天王寺公開の’H務所と統合

され、 ~IT1Ji務所に引位しま した

l I/ 12 オオ ミλナギドリが1;j~保護されました

l :'J!f!f•JJ物問でllHf寵された「ソウ制刊行会”；N」

をきこえ29(1).1992 

i糞は男の子だい I自分で歩くんだ。

に当｜剥から ，，，川剣it.. ＊長代f盟と柴山係llが

出Jftiしました

11/ 13・オオ ミスナギ ドリがl羽保護されました。

11 / 14・タ ンチョウのMtI羽とベニジュケイの雌2

羽をシンカホールのジェロンノ〈ー ドハーク

lニ11'11りました

11/ 15・キンクロハシロの雌が｛浪漫されました。

11/ 17・第791111「助物のお・，l,f;とλライドの会」でト

ラ ・ ウ~ ~ チン 7 をf子いました。

ホ’ランティアの伐の!fljJ物制見学会を行L、ま

した

11/ 19・写点コンクールの事査会をh'L、ま した。

11/ 21・秋川市の大台山動物｜世lからフタコフラクダ

9 

と、いってはみたものの。

昨年はロ頭生まれました。群れの中で元気
に育ってL、くのです。

の雌が米｜世lしました。

11/ 22・染色体による性別判定のためクロヅル 2;J:J 
の保血とl主的の探取を行いました

11/ 24・111>1刈dili本手動物同の三宅制ff深長が来［必

されました

11/ 26・キ一ウイのf辛ヨ｝：iJll定を行いま した

11/ 29 ・近畿地lベ動物［蜘i~医師勉強会を当閣で1mn11
しました

] l / 30 ・ クロヅルの染色体検査によるf'J：~）lj鑑定の結

~~、雌Mtであることが判明しました



動物なんでも相談室

1 .ムササビは日甫乳類であるのに

なぜ鳥のように飛ぶことが出来る

のでしょうか。

tきニ；；.29(11.l!I！）~ 

たしかにムササピlま本からイ、へ~， ，， を 11：：：びますが

1J-: li'(li；には.r.~のようにエ：J;j(j:'fニ いて -Jilt，誌のではなく、 。：：：；

いところから低いところへ滑空して1mぴ紗るだけで

’f /;EってJIHi・tj:,11111ドHりて＼もう ーIiJilt！まうとす

るときは、木の，：＇：jL、ところへ：H：り直さなければな ら

ないわけです。

このようなことが山米るのは、首すじから 1iifJ己く

ぴ、1)fJJ.ι〈びから後J.t!.くび、そして後J己〈びからI(

にかけて氏ふがのびたJI~）肢 を持サているからです。

JI~ぴ修る ときは両 1iff足、後足をい ーパ心、 i二 111 11まして

JI~）肢を%~り 、 J（てるノfランスをとります このよう に

木から本へ移動が11'.::f己ますから 、ヲ〈敵の多い地 I:1;: 

お・りなくてもよく 、また、 HfI・.でブ〈自kにおそわれで

もサ y と隣の本へ逃げること がLJ＇，来ますね

参考までに、九のように羽ばたいて空を 11~ －i~こと

カごできるnm手umはコウモ ＇） ぐらいでしょうか。

（あi］行，l~~ ・ 吉本川｛を）

2.どうしてキリンの首は長いのですか？

キ リンは動物J闘で人気者のベス トテンに必ずはい

る動物です。 このよれ：~io －.：；~· に人気が，·：：； いのは 、 や

はりあの：長い首とゆったり，_tくあの長い足がrou主
の興味を引くからだとと．います。 あのキリンの長い

首も、また他の晴礼類の首の’「l・の数も基本的には 7

つです。；111刈でもっとも小さな哨乳業Hのアカネズミ

の首の什ももちろん 7つですが、I事長に較べて 首の

I止さを考えた場合、やはりずば抜けてキリンの首の

長さにIBYるものはいません。 これは単に首の十l・の 1

i'ili 1 節が長いという ことになり ま す。 この凸ーが：L~い

とい うこと は先tilのキリ ／のq」でより首のLい、もの

カ：1m ちのこ り、また一「，·.：食 1rJ1物の rj＞の rt~、分けでよ り

;・::; L、本の枝、裁が食べられるように進化 していった

ものと！ιわれます （飼育訓・ 吉本 ハ俊）

10 

動物園ニュース
5事務所移転

天王寺一動物凶は一昨年 2円24日に組織上、天王寺

公｜主！と一体化して天王寺動組物公l車l事務所と名称が

改められていましたが、実質上事務所向｛本は 2ヶ所

に分散した状態があilPていました。昨年 1月から本

格的に新事務所の主主設が始まり、ょうやく 10月中旬

新事務

所の建

物が完

Ii戊しま

した。

引越し

は11月

10、11

日lニfj・

新事務所（東側から望む｝ われ名

実共に天ニ£寺動純物公園事務所となりました。なお、

これに伴ない所在地の地ll'iが次のとおり変更 しまし

たのでお知らせします。

〒543大阪市ー天王寺区茶臼山町 1-108

5ジュロンバー ドパークへ、タンチョウとへ・ニジュ

ケイをプレゼント

叶l豆lて刊ま 3fJ＇・・9)i、シンカ附ホールのジュロンノ〈ー

ドハークから税義助物交換により 、ヒク イドリ 1へ

イσ〉メ

ス 2：：］~ を ll l ll 4 11 1こllNりました。

5トラのウオッチング開催

アと ~r

イチヨ

ウ（ メ

ス） J 

;]:] をい

ただき

ました

が、今

，，司は当

l詞m11が、

11川l7LI ( 11）の午後、 一般人間者300名を対象

に1511リ1：分けて、 トラ，－；干のJ..U(!!lj、つまりト ラの寝室

やキーハーi必路からi'.!!S10Jn¥を.＇，.！.・Fしていただきま し

・・・・＋・・・・令・・・・令・・・・令・・・ 唱。 .• － ~。 ． ．． ． 。g。

現在の飼育動 物数
｛平成 3年JJ)J301J !Jl在）

哨才LUi 12日 93傾 447点

.r.~ fJl 20回 169樋 822点
照虫 UI 31-1 30樋 93点

Jt 35口 292極 1362点

11 

~き二え29 ( I) .1992 

た。 Fは幼児から ｜：はお じいさん、おばあさんまで

がJYliSと恐怖感を抱きながらはじめて見るトラ？？の

司J を 明弘l味i？＃ く~.！.··；としていただきました。 トラを llili丘

ii ii凋・・・..鍔iiii,iEτー一ー一一一－ に見で
ぃt:.t..と
けるよ

うにと

キ三’十｛に

はアム

r -Iレト

i ラ（／）オ

弘 、 i ス Jliii 
寝室内のトラに見入る入国者 全Jj）（＇作

し、エサも少しり司えて食べると ころを凡でいただき

ましたがII.＼＇折のトラの l吠える声に、見学者の多くか

ら恐怖の入りまじったU~）討がIHIかれました それで

も、制ii"tll・＇I.flの。悦l川ははじめての経験でもあり熱

心 1:lltlき人’Bていました

夜の終虫類会見学中のボランティア ごして

いるのか缶、dfランティアの会liに凡てもらうと い

れ旨で11~Wr fわれているもので、今年は23名の参加l

がありました。l人j千字はll',1biiilニィ亙l二1舌副jする出iJJt勿の

特徴や観械のホイン卜予の，；；.i.j・主が 1II.干附jf，＼当｜世］fi／，：医
Miからあり 、そのI去、 5 IL'1＇から 古予ま りかえサた｜占，，人l
を制策しましたe きっとねi；，な発見があったものと

！ど．われます

①お知らせ

刷物のわ・ぷとスライドの会

1 I I 20 II ( 11 ）サルのおJ

II‘＼'il:J: 乙r・f愛J H白干～ 2 II 干

H,¥Jilr・レクチヘールーム。

①テレフォンサービス実施中

mlし物、 ト ヒ y クスなど魅）J た Jぷりの動物l~Iの
案内 を 、 2~11.'i'l l lJ テレ 7 .j・ ンサー ビスで行っていま す

ので、せfひご利Illくだ さい。

電話器ー母 771- 9 999  

＊休園田のお知らせ＊

動物l叫のf-1;1週日はtu遡円9/dfl（休Hの均合は翌lI) 
です。

1時II判H引UIは午前 911.~30分から午後 5時までで、 午後 4

II牟まで人l剥できます。 ・



愛ある暮し、応援します；

近鉄百貨店

DEAR LIFE BOOKS 

生態・飼育・図鑑~~認さり
中川道朗・岩合徳光／監修

B5変製判・オールカラ

定価580円

動物闘で暮らす綴々在生き物達、

自然の中ではどんな暮らしをし

ているのか？ 動物園での世話

の仕方は9 i中間は？ など、

写真と利信イラストをまじえ紹

介します。

.珂CWl!I'.逼15-;ulU•<lf.届置堵畠，－＝ョ，d語圃＂＂.；：）~ヨ匝圏

85変型判・オールカラー・各定価580円
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ちいさないきものお足
民虫以外の小さな生き物を320
位紹介。

お求めは、お近〈の書店で。 会ひかりのくに株式会社 本社／干543大阪市天王寺区上本町ー2時 768-1151代表

室内装飾股計施工・パラヱティ雑貨却

凪ファースト商会

〒559大阪市住之江区平林南1丁目2番57号
ヘッドピル202号

T E L 06-686-4033 F A X 06-686-4032 

オートフォーカスカメラに

ヲ＝.；；拘ヲー

ピントが合いやすいフィルムです 溝

割
引

m

W

8

8

8

 

－2店主閣
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全国の愛犬家の共感を呼ぶ無比の愛犬歌集 （絶賛四版 〉

歌 集犬の歌 平岩米 吉 著

著者が、約四十年の聞に、共に暮らした七十余頭の犬の生と死

を歌った四百十九首を収録。同時に、その誕生より老齢に至る

写真四十七図を収めた、犬の一生の生態写真集でもある。

「ーーー」

入

反

要

箱

叩

不

装

2

〒

芙

・い
司

令
一
6

∞

大

B
却

「
｜
｜
｜

L
〈感動の言葉》

会 この歌は愛犬と具体l•i］心の境地である 。 （英文学者）

会 人として j主ぎ得る愛’I百の花~致を示している 。 （動物研究家）

公一首ごとに、ニとごとく魂にひび〈歌です。 （動物愛護家）

．本書は、書店ではお買い

求めになれません。

直接当会へお申し込みく

ださい。

〒1521!l.L京自IIトI~H I亙 l守 rlJ が ri . 3-12-2 動物文学会 電，，j/;(03)717-1659／仮作・東京5-9800

新作

貸出用「・んlI \I一土~141: 回ビデオ｜栄しい八土寸動初困」
19分 （10本常備）

・対 象／保育園－幼稚園・小学校の先生

・貸出期間／10日間

・貸出料／無料（但し郵送料480円は必要）

・申込先／当協会まで手紙かハガキで

お申込下さい。

天王寺動物園の本
入園の記念・手引に・

ヰ明
ド d』

,,. ¥i 
／ 

オールカラー

500円 圏内売店にあります。

コアタテν;t，~ノカード（限定販売）
好評発売中主800(50度用）

大阪市天王寺動物園協会 干543大阪市天王寺区茶臼山町6-74 ft (06) 771-0201 



動物ぬいくやるみは
子供のゆかいなお友達
Ill酬

r昆当
局i1·~.

有限会社 !i'＝~号:'It'
吾 547 大阪市平野区西脇4丁目 5番22号

TEL : (06) 704 8 5 8 0 

FAX ・ (06) 704-8 5 6 5 

全国動物園水族館御用達
ペ芦

・医学実験用動物

・宣伝用、テレビ用、貸動物

・原色世界雄類図鑑（34~重1枚もの）要郵便券250円

有限会社吉川商 ふ一品

本社神戸市中央区中山手通3丁目11番 4号

飼育場 兵庫県小野市来住町15 1 3番地

電話（078)221-8195刊

たのしいと動物のお話ミは、

ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞグ

圏内、 主要動物舎
30数ヵ戸庁にあります

関西特機株式会社

電話 06-762-2333

1回 20円

動物圏内での

お食事、ご体憩は

ぺ

大阪市天王寺動物園内

中央売店

天王寺動物園内

南国売店
大阪市天王寺区茶臼山町6-74
電話（06) 7 7 1 -7 1 1 0番

圏内でのお写真は・・－

動物園協会指定写真部ヘご用命下さいグ

ー . ~~~品唖圃－－~＇.ii

。随時係員が待機 して

あ、りますのでご説明

に伺いました際は、

よろしくお願い致し

ます。

国際航空写真株式会社

T E L 06-856-7444 

カラー写真キャビネ1枚 500円
f最影無料にでキャビネ l枚 をサービスさしせて裁きます。

慌影予約 も受付 しておりますのでご連絡下さい。



議
雪印

GんヤJCS"r'℃ Y"-t>-.Sをぬは

~a. t~~ト怯同v...v-e.. ゲ

ヲ＇.S·！.＞－·~－ － ~·＂＂’九＂－ ·

- d!品・：；，そ＂・“

l lまりたてミルクのお..~lきが、生きてvる。

＠二，.＿Jυ
希望小売価格 1301／書120円 250g／岳220円｛税Jlil)

H

⑧
イ
キ
ヨ
グ
l
ル
H

乞

覚
乏
て
ね
。

附 ＇JIRl・KOJIMA

。圏内 3ヶ所（南園高架下・北凶

中央デッキ北側・北園高架下）に

各種とのりものミがあります。

久竹娯楽株式会社
TEL (06)541-3938（代）

なきごえ 1992年lHlOIJ先行 U1iI] 10日経ij') :,f¥28をあ 1}} !!llを31/}})
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